
水産研究本部 さけます・内水面水産試験場

自然産卵を利用したサケの資源増殖効果の解明

背 景

成 果

期待される効果

実施機関（協力機関）：さけます・内水面水産試験場、（（一社）根室管内さけ・ます増殖事業協会）

経常研究

サケの自然産卵を活用した新たなふ化放流事業の展開に貢献することができる。

遺伝的多様性の維持や稚魚の生残率向上のため、自然産卵魚の保全
が重要。

１ ２ ３産卵床の造成

産卵床

試験河川に放流されたサケ親魚

海に降りる稚魚の数の把握

フクベ網と採集されたサケ稚魚

R² = 0.6819
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親魚の放流密度と再生産効率
※再生産効率=稚魚の数/産卵数
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親魚放流密度（個体/m2）

再生産効率の把握

親魚の数が多すぎると再生産効率が下がる

問い合わせ先：さけます・内水面水産試験場 電話：0153-72-6141
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